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土の中のガラス瓶

　昨年、市内の遺跡で試掘調査をして
いた時のことです。重機で地表付近の
土を掘り下げてもらっていると、土の
中から薄緑色のガラス瓶がひょっこり
と顔をのぞかせました。持ち帰って土
を洗い流すと、そこには有名な炭酸飲
料の文字が。近年、ペットボトルなど
のプラスチック製品が広く普及してい
ますが、数十年前までは容器の主流と
いえばガラス製品や陶磁器たちでした。
今回出土したガラス瓶も、その字体か
ら昭和四十年代後半に出回っていたも
ののようです。
　今も昔も、ひとは比較的住みやすい
場所で生活を営みます。そのため、先
史時代の遺跡から、ごく新しい時期の
遺物が出土することは珍しくはありま
せん。私がまだ学生だった頃、ある縄

文遺跡の発掘現場から出土した陶器
製の湯たんぽの破片や明治時代の目
薬を入れるガラス小瓶をみて不思議な
感動を覚えた記憶があります。
　遺跡から出土する新しい時期のガラ
スや陶磁器は、数百年・数千年前の遺
物に比べると歴史が浅く、調査によっ
ては脇に追いやられがちかもしれませ
ん。しかし、これら新しい遺物も、人々
の当時の暮らしぶりがうかがえる大切
な資料のひとつだと私は考えています。
　試掘調査を行った場所は、調査の結
果から土を切り盛りすることで周辺を
平坦にならしていることが分かりまし
た。先のガラス瓶は、整地作業で動か
した土と共に紛れ込んだのでしょう。
約五十年もの間、土の中で眠っていた
ガラス瓶をみると、土木工事を行って
いた作業員さんが休憩中に飲んだもの
か、はたまた近所に住んでいた学生さ
んが下校中に飲んで捨てたものだろう
かといった様々な想像が膨らみます。
　私自身、東北から釧路に移り住んで
丁度十年目になります。小さな節目の
年を釧路の地で迎えるにあたって、昔
の釧路はどのような風景が広がってい

たのだろうと思うようになりました。
先輩方からはまだまだと笑われそうで
はありますが、今回出土したガラス瓶
をみると、自分が居ない昔の釧路が不
思議と身近に感じられるようになりま
す。
　近年では近代考古学や戦争考古学
といった新しい遺物に焦点を当てる研
究も多くみられます。数千年前の土器・
石器と五十年前のガラス瓶を同列に語
ることは難しいですが、釧路から出土
したものは、その時期に関わらず今の
釧路を形作る歴史のひとつです。百年
後には今回出土したガラス瓶が展示資
料として脚光を浴びることになるかも
しれません。
　（釧路市埋蔵文化財調査センター
 澤田　恭平）

退職にあたり

　これを書いているのは、退職まであ
と二月ほどとなった１月のことです。ま
だ来年度の予算も確定しておらず、2
月議会や、新しい年度に向けた取り組
みの準備、引き継ぎ書の作成などで
忙しくしており、博物館での３年間を
ゆっくり振り返って懐かしむ余裕はあ
りません。けれど、そんな中でも真っ
先に思い浮かぶのは、博物館が40年
以上前から見ていた風景、私が共有し
た風景のことです。
　この３年間は、自宅が近いこともあ
って徒歩で通勤していました。ご存知
の方も多いと思いますが、釧路市立博
物館は、面積100ヘクタールを誇る春
採公園に建っています。こんなに立地

に恵まれた職場がほかにあるでしょう
か。
　朝、あわただしく行きかう通勤、通
学の人のあいだをするりと抜け、大き
く開けた青空の下、館を目指して歩い
てゆくと、右手には陽の光を受けて煌
めく太平洋、眼前には緑がそよぐ公園
が現れます。しんしんと音が聞こえそ
うなほどの静けさで雪が舞い落ちるこ
ともあれば、霧に包まれた幻想的な光
景が広がることも、エゾシカやシマエ
ナガが出迎えてくれることもあります。
　そして夕方、一日の仕事を終え、職
員玄関を出たときに目の前に広がる夕
景に、なんど息をのんだことでしょう。
深く澄みきった暮色、消え入りそうな
細い月、宵の明星、遠くで明滅する機
影。しばしそこに佇み、暮れゆく空を
眺めたことも、一度や二度ではありま

せん。
　毎朝、晴れ渡った空のような新たな
気持ちで仕事に向かい、毎夕、疲れを
洗い流してくれるような空気に包まれ
て帰途につく。人の世は不条理に満ち
ていて、職場でも、やりがいのある仕
事や楽しい仕事ばかりが待っているわ
けではありませんが、博物館とともに
見た風景は、いつも私の心の支えでし
た。
　最後になりましたが、この場をお借
りして、お世話になったたくさんの方々
に感謝をお伝えします。３年間、本当
にありがとうございました。
　博物館は宝の山です。資料も、一
緒に仕事をする仲間も、博物館で支え
てくれる人たちも、そして、私の愛す
るこの風景も。
 （館長　佐藤　志敦）


